
のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

目標１　子どもの安心・安全を守ります
1-1. 子どもの権利を守るための相談及び救済窓口を充実します

実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

維持 維持 維持 維持

東児童館での思春期相談件数（件）　21件
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

漸増 漸増 漸増

子ども家庭支援センターでの小学生以上の相談延べ件数（件）　　2,181件
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

7
思春期相談
（児童青少年課）

思春期の子どもからの相談に応
じ、関係機関と連携を取りながら
支援へつなげていく。

東児童館での思春期
相談件数（件）

19 維持

維持 維持

相談件数(1752件)
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

6
子ども（子育て総合）
相談
（子育て支援課）

子どもの相談に応じ、必要に応じ
て関係機関と連携し、子育ちの
サポートなどを行う。

子ども家庭支援セン
ターでの小学生以上
の相談延べ件数（件）

1,507 漸増 漸増

維持
相談件数(183件)　　　　　　　　　　　　　訪問回数(926回)
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

5
教育相談事業
（指導室）

専門相談員による教育相談を実
施し、各校の教育相談担当教諭
や他機関と連携しながら、子ども
が抱える様々な問題に対応す
る。また、子ども自身が電話やイ
ンターネットで相談できる体制を
作る。

相談件数(件) 1,390 維持 維持 維持

維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

訪問回数(回) 737 維持 維持 維持 維持

維持

相談回数(14,036回)
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

4
スクールソーシャル
ワーカーの派遣
（指導室）

いじめ、不登校や虐待が疑われ
る児童・生徒及び問題行動傾向
のある児童・生徒等への指導充
実を図るため、専門的な資格を
持つスクールソーシャルワーカー
を派遣し、家庭や関係機関との
連絡調整を行う。

相談件数(件) 86 維持 維持 維持

悩みなどを気楽に話し、心にゆと
りを持てるような環境を提供する
ために、各小中学校にスクール
カウンセラーを配置する。必要に
応じ他機関と連携を図る。

相談回数(回) 11,228 維持 維持 維持

結果（年度）

R2

維持

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
上段：計画（年度）　下段：結果

3
スクールカウンセラー
の配置
（指導室）

1



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

1-2. いじめ・虐待等の防止と早期発見を図ります
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

学校、家庭、地域が連
携したいじめの防止等
の活動の実施

実施 継続 継続 継続 継続 継続 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

いじめ等の状況につい
ての実態調査の実施

実施 継続 継続 継続 継続 継続

健全育成推進協議会
で子どもの健全育成に
ついての意見交換の
実施

実施 継続 継続 継続 継続 継続

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

拡充

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナ感染症の流行により、要保護児童対策地域協議会代表者会議は例年年１回、対面で実施しているものを、書面開催と
したが、実務者会議、個別支援検討会議は対面で実施。実務者会議は４回、個別支援検討会議は45回実施した。

3
いじめ防止条例の制
定
（指導室）

いじめの防止、いじめの早期発
見・早期対応のための対策を総
合的に推進するための条例を制
定する。

いじめ防止条例の制
定

検討 策定 周知 継続

維持 維持
民生・児童委員による学校訪問事業での訪問学校数（校）０校
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染症の影響により、学校訪問事業を中止とした。引き続き児童委員として学校と連携して児童生徒の見守り
を行うが、コロナ禍においては対面訪問以外の方策も検討する必要がある。

同（子育て支援課）
要保護児童対策地域
協議会での情報交換
と支援

実施 拡充 拡充 拡充 拡充

2

いじめ等の対策システ
ム
（指導室）

いじめや虐待、非行など何か問
題に遭遇した子どもを早期に発
見し、保護者を支援しながらその
原因を取り除き、楽しく学校に通
えるようなシステムを作る。また、
いじめ等が起こらないような教育
や環境づくりを行うために、地域
ぐるみの支援ネットワークで支え
る。

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

同（地域福祉課）
民生・児童委員による
学校訪問事業での訪
問学校数（校）

14 維持 維持 維持

結果（年度）

R2

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）

2



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

1-3. 犯罪等から子どもを守る環境をつくります
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

継続 継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

維持 維持

登録件数（１,０７５件）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

3
セーフティー教室
（指導室）

薬物、インターネットを利用する
際に起きる被害、加害、不審者
対策等について学び、危険回
避・犯罪防止等の能力を育成す
る。

セーフティー教室、薬
物乱用防止教室、情
報モラル教育の実施

実施 継続 継続

継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

2

子どもを見守る家（カ
ンガルーのポケット）
（地域安全課、指導
室）

登下校時の不審者に対する一時
的緊急避難所として「子どもを見
守る家」の設置を促進する。

登録件数（件） 1,157 維持 維持 維持

漸増 漸増

小学校通学路への防犯カメラの設置台数（台）11台
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

同（児童青少年課）
児童館及び学童保育
所において訓練・研修
会等を実施

実施 継続 継続 継続 継続

漸増 漸増 漸増

不審者対応訓練実施園　民間保育園　8園　公立5園
　その他、オートロックや防犯カメラの設置等、各園で防犯対策に努めている。
　※民間保育園については、回答を得た園の内容について記載。

同（学務課）
小学校通学路への防
犯カメラの設置台数
（台）

43 漸増 漸増 漸増

維持 維持 維持 維持
パトロール実施回数（351回）　　　　　　　　　　　　　こがねい安全・安心メール配信件数（50件）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

同（保育課）
不審者対応訓練実施
の保育園数（園）

12 漸増 漸増

維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

1

子どもを犯罪から守る
防犯対策
（地域安全課）

ボランティアによる市内パトロー
ルなど、子どもが安心して過ごせ
るまちづくりを行う。学校、保育所
や学童保育所などで防犯対策に

努める。

パトロール実施回数
（回）

472 維持

こがねい安全・安心
メール配信件数（件）

37 維持

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）

R2

3



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

1-4. 普及啓発を推進し、子どもの権利がいかされる社会環境づくりを進めます
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

維持 維持 維持 維持 維持

子どもの人権講座への延参加者数（76人）
　コロナ禍の感染拡大防止策として公民館施設の定員を2分の1としている。これにより、講座の参加人数も例年と比較して減少し
た。

継続 継続 継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

4
子どもの権利の地域
における学習支援
（公民館）

子どもの人権講座や出前講座な
ど、市民の学習会の支援を行う。

子どもの人権講座へ
の延参加者数（人）

150

3
人権教育の推進
（指導室）

各小中学校で人権教育教材（人
権教育プログラム等）を活用し、
各教科・総合的な学習の時間等
すべての教育活動において人権
教育の推進を図る。各小中学校
から人権教育推進委員を選出
し、市で年３回の研修を行う。

小中学校における人
権教育の実施

実施 継続

2
子どもの権利の職員
への啓発活動
（児童青少年課）

手引きや職員研修等による子ど
もにかかわる職員への啓発・周
知を行う。

職員研修の実施 実施 継続 継続

R2

継続 継続 継続

委託所を含む児童館職員及び学童保育所の職員に対して実施。（対面グループワーク形式。28人）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）

4



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

目標２　子どものゆたかな体験と仲間づくりを支えます
2-1.子どもの意思を尊重し、社会参加できる機会を提供します

実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

同（指導室）
ボランティアカードの小
学校５・６年生及び中
学生への配布

実施 継続 継続 継続

漸増 漸増 漸増 漸増 漸増
中・高校生ボランティア登録・参加者数（人）　44人
　予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染症感染拡大のため、例年ボランティアを募集する事業自体がほぼ中止となったため。希望があった場合
は受け入れた。次年度も夏期クラブ等募集事業の実施によって、実績が左右される。

継続 継続 継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

5

ボランティア活動への
参加
（児童青少年課）

中・高校生ボランティアの参加を
得る。また、ボランティア活動に
参加しやすい環境を整え、子ども
の参加意欲を高める。

中・高校生ボランティア
登録・参加者数（人）

747

拡充 拡充 拡充 拡充

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

4

中学校生徒会による
意見交換会
（指導室）

中学校生徒会による
意見交換会の実施

実施 継続

継続 継続 継続 継続
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　集客イベントは感染リスクが排除できなかったため、じどうかんフェスティバルは実施できなかった。その代替として、「オンライン脱
出ゲーム」を市ＨＰで実施した。子ども会議を開き、子どもにゲームで使用するクイズなどを企画してもらった。次年度もじどうかん
フェスティバルではない形で実施を検討する。

3

各種計画策定や事業
実施時における子ども
の意見聴取
（各課）

各種計画策定や事業
実施時における子ども
の意見聴取実施

検討 実施

漸増 漸増 漸増 漸増

意見箱への投書数（通）　277通
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

2
じどうかんフェスティバ
ル
（児童青少年課）

子どもの意見を反映し
た「じどうかんフェス
ティバル」の実施

実施 継続

1
児童館における意見
箱の設置
（児童青少年課）

子どもの考え方や意見を表明で
きる場を作り、尊重する。児童館
内に意見箱の設置や児童館事
業の実施。意見表明の場として
各学校生徒会による意見交換会
を実施する。

意見箱への投書数
（通）

208 漸増

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）

R2

v

v

5



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

2-2.子どもの体験活動を応援します
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

上記以外の新規プロ
グラムの実施

検討 検討 検討 検討 検討

維持 維持 維持 維持 維持

少年少女野球教室、ジュニアサッカーフェスティバル、親子体操教室、水泳教室などの延べ参加者数（人）119人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染症の影響により、少年少女野球教室のみの実施となった。令和３年度は感染状況等を鑑み、感染症対策
を講じた実施方法を検討していく。検討

維持 維持 維持 維持 小・中学生の１日図書館員・職場体験学習者数（人）　５人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じながらの実施であったため、大人数を受け入れることが出来なかった。
また、図書館の行事については、コロナウイルス感染状況をみながら、実施をしている。今後も、新型コロナウイルス感染状況をみ
た上で、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら、実施をする。

2
各種スポーツ事業
（生涯学習課）

親や指導員も参加し、子どもとの
交流を図れるよう「少年少女野球
教室」「ジュニアサッカーフェス
ティバル」「親子体操教室」などを
実施する。体育協会との連携に
より、少年少女スポーツ団体に
対し、財政的支援を行う。

少年少女野球教室、ジュ
ニアサッカーフェスティバ
ル、親子体操教室、水泳
教室などの延べ参加者数
（人）

458

維持 維持 維持 維持

わんぱく団活動参加人数（人）　0人　　　　　　　　　　　　わんぱく号参加人数（人）　210人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染症のため、わんぱく団活動は中止した。また、わんぱく号は9月から再開したが、三密を避けるため事前予
約、定員制を取り入れた。

同（図書館）
※対象学年…小学５年生から中
学３年生

小・中学生の１日図書
館員・職場体験学習者
数（人）

19 維持

維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

維持 維持 維持 維持 学童収穫体験事業参加児童数（人）1,690人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止等のため、例年実施している収穫体験を中止とした学校が一部あったが、中止となった
学校へは、児童数分の収穫品を届けることで、地場産野菜を味わい、身近な農への関心を高める機会とした。引き続き、新型コロナ
ウイルス感染症の状況を踏まえながら、継続して実施する。

同（児童青少年課）
※対象学年…小学１年生から小
学６年生

わんぱく団活動参加人
数（人）

76 維持

維持 維持 維持 維持
清里山荘自然体験教室参加人数（人）　  0人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　小金井市内から清里山荘までバスで移動することや、他校・他学年の子ども同士が同じ部屋で過ごすため、新型コロナウイルスの
感染拡大リスクが高いと考え、2回とも中止となった。令和3年度は、家族を対象にキャンプを行う予定で進めている。

同（経済課・農業委員
会）

※対象学年…小学校による
学童収穫体験事業参
加児童数（人）

1,713 維持

維持 維持 維持 維持

子ども体験講座延べ参加人数（59人）
　コロナ禍の感染拡大防止策として公民館施設の定員を2分の1としている。これにより、講座の参加人数も例年と比較して減少し
た。

同（生涯学習課）
※対象学年…小学３年生から中
学３年生

清里山荘自然体験教
室参加人数（人）

61 維持

1

子どもの体験事業
（公民館）

公園や市施設において「子ども
体験講座」などを行う。
※対象学年…講座による

子ども体験講座延べ
参加人数（人）

146 維持

わんぱく号参加人数
（人）

351 維持

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）

R2

6



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

おはなし会参加人数
（人）

1,493 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

おたのしみ会参加人
数（人）

255 維持 維持 維持 維持 維持

夏休み工作会参加人
数（人）

18 維持 維持 維持 維持 維持

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

維持 維持 維持 維持
ワークショップ、鑑賞教室、学校への出前授業等の延べ実施回数（回）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響から、令和２年度については、ワークショップ、鑑賞教室、学校への出張授業等はす
べて中止とした。鑑賞教室については、代替案として、対象の市立小学校４年生全員に美術館招待券を配布し、各自で、保護者と共
に令和２年度中の美術館展覧会を観覧できるようにした。次年度については、鑑賞教室は実施予定であるが、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大の状況により、その都度学校側と協議し、状況に見合った対応としていく。出張授業については、ワークシート方
式とする。ワークショップについては、開催未定。

3
図書館事業
（図書館）

子どもと本を結び付けるために、
おはなし会や各種行事を開催す
る。（おはなし会・おたのしみ会・
工作会）

おはなし会参加人数（人）　　１１７人　　おたのしみ会参加人数（人）　　１０２人　　　　夏休み工作会参加人数（人）　　３７人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　おはなし会、おたのしみ会については、従前当日受付をし、定員も設けていなかったが、令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡
大防止対策のため、事前受付及び定員を設けて、実施をした。また、図書館の行事については、コロナウイルス感染状況をみなが
ら、実施をしている。なお、緑分室では、オンラインのおはなし会を７回実施し、９１人が参加した。
　今後も、新型コロナウイルス感染状況をみた上で、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら、実施をする。

4
はけの森美術館教育
普及活動
（コミュニティ文化課）

はけの森美術館の展覧会の開
催にかかる関連企画及び教育普
及活動としてのワークショップ、
鑑賞教室、学校への出前授業な
どを通し、子どもが美術を中心と
する芸術活動に出会い、体験し、
ゆたかな感性を育むことに努め
る。

ワークショップ、鑑賞教
室、学校への出前授
業等の延べ実施回数
（回）

27 維持

7



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

2-3.子どもの居場所と交流の場を充実します
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

公園内の樹木や植栽
の管理

実施 継続 継続 継続 継続 継続 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

公園内遊具の点検・修
理

実施 継続 継続 継続 継続 継続

遊び場開放延べ参加
者数（人）

8,776 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

登録団体開放延べ参
加者数（人）

55,294 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

漸増

補助支給団体数（団体）5団体
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

総合体育館・栗山公園健康運動センターでの中学生以下の利用者数（人）　13,864人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染症の影響による２か月の全館休館、一部利用制限等及び総合体育館大規模改修工事による４か月の全
館休館により、利用者数減となった。令和３年度には栗山公園健康運動センターの大規模改修工事が予定しているが、引き続きス
ポーツ環境の充実を図るため検討を進め、利用者のニーズに応えられるよう努めていく。

6
子ども食堂推進事業
（子育て支援課）

子ども食堂を運営する団体に対
し、その経費の一部を補助するこ
とにより、地域の子どもたちに食
事及び交流の場を提供する取組
について、安定的な実施環境を
整備し、地域に根差した活動を
支援する。

補助支給団体数（団
体）

－ 3 漸増 漸増 漸増

継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　コロナ禍の感染拡大防止策として公民館のロビーを使用中止としているため。

同（生涯学習課）

総合体育館・栗山公園
健康運動センターでの
中学生以下の利用者
数（人）

53,531 維持 維持 維持 維持 維持

遊び場開放延べ参加者数（人）0人　　　　　　　　　　　　　　　　　登録団体開放延べ参加者数（人）23,873人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　遊び場開放は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止した。団体開放は、緊急事態宣言の発令中等は中止とし、開催
可能期間についても各団体に新型コロナウイルス感染症対策をお願いした。安全に開催するためには、新型コロナウイルス感染症
が終息しなければならない。

5

子どもの公共施設の
利用
（公民館）

公民館、体育館等、子どもだけで
も利用できる公共施設の充実を
図る。

子どもの公民館利用
の促進

検討 実施 継続 継続 継続

漸増 漸増 漸増 漸増
プレーパーク来場者数（人）　5,434人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　7月から再開し、段階的に受入れ人数等を拡充したが、中止期間や人数制限により来場者数は減少した。次年度も感染対策を実
施しつつ、段階的な拡充を目指す。

4

校庭、公園等遊べる場
の整備等
（環境政策課）

子どもから高齢者までの憩いの
場・交流の場、青少年が安心して
遊べる魅力ある場の確保と環境
づくりを行う。

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　コロナ禍で身近な公園の利用者が非常に増えたため、安全、快適に公園を利用できるよう今まで以上に樹木や遊具の管理を徹底
する必要がある。

同（生涯学習課）

3
冒険遊び場事業
（児童青少年課）

自然の中で子どもが自由な発想
で自由に遊べる場（プレーパー
ク）を提供する。

プレーパーク来場者数
（人）

19,390 漸増

結果（年度）

R2

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

児童館夜間開館事業
延べ参加者数（人）

1,016 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

バンド室利用延べ人数
（人）

446 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

維持 維持 維持 維持

若者コーナー延べ参加者数（3,076人）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

7

中高生の余暇活動支
援
（児童青少年課）

中・高生世代の余暇活動を支援
し、居場所と交流の場を提供す
る。

同（公民館）
若者コーナー延べ参
加者数（人）

350 維持

児童館夜間開館事業延べ参加者数（人）　350人　　　　　　　　　バンド室利用延べ人数（人）　142人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染症の影響で、開館日数が減少。また、感染対策のため、人数制限等を行ったため、延べ参加人数が減少
した。次年度も感染対策を実施しながら、段階的な拡充を目指す。

9



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

目標３　子どもを生み育てる家庭を支援します
3-1.経済的負担を軽減します

実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

受給者数（人） ― 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

受給資格者における
受給者数の割合（％）

100.0

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

高校生等受給者数
（人）

33 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

大学生等受給者数
（人）

3 維持 維持 維持 維持 維持

小学生等受給者数
（人）

374 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

中学生等受給者数
（人）

207 維持 維持 維持 維持 維持

7
就学援助制度
（学務課）

経済的な理由により教育費（給
食費、学用品費など）の支払い
が困難な保護者に対して、教育
費の一部を援助する。

小学生等受給者数（人）　370人　　　　　　　　　　　　　中学生等受給者数（人）　200人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

維持

受給者数（人）　23人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　令和元年１０月の幼児教育・保育の無償化に伴い、他の公的な補助を受けることとなった者が対象外となり、実績が減した。

6
小金井市奨学資金
（庶務課）

成績優秀であるにもかかわら
ず、経済的理由により修学が困
難な高校生・大学生などに、修学
上必要な学資金を援助する。

高校生等受給者数（人）　　28人　　　　　　　　　　　　　　　　　大学生等受給者数（人）　3人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

5
愛育手当
（子育て支援課）

公的補助のない保育園等類似施
設に在籍している満3歳から満５
歳まで（申請年度の４月１日現
在）の幼児の保護者に手当を支
給する。

受給者数（人） 67

実施

維持 維持 維持 維持

実施

受給者数（人）1,497人　　　　　　　　　　　受給資格者における受給者数の割合（％）100%
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
※ 認可保育所・認定こども園の保育部分（市外含む）に通う3-5歳の児童及び条件を満たす0-2歳の児童が対象

3
保育所等における副
食費の補助
（保育課）

保育所等在籍する子どもの保護
者の経済的負担を軽減するた
め、副食費の補助を実施する。

実施 実施 実施

結果（年度）

R2

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

3-2.母子保健事業を充実します
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

四種混合接種率（％） 102 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

二種混合接種率（％） 66 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

麻しん風しん（第Ⅰ期）
接種率（％）

98 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

麻しん風しん（第Ⅱ期）
接種率（％）

94 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

日本脳炎接種率（％） 108 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

不活化ポリオ接種率
（％）

0 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

ＢＣＧ接種率（％） 100 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

ヒブ接種率（％） 103 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

小児用肺炎球菌接種
率（％）

103 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

子宮頸がん接種率
（％）

0 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

水痘接種率（％） 95 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

B型肝炎接種率（％） 103 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

ロタ接種率（％） － 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

おたふくかぜ接種率
（％）

－ 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

R2

2
予防接種事業
（健康課）

各種予防接種に関する正しい知
識の普及・啓発に努めるととも
に、感染性の病気の発生やまん
延を防ぐため、法令に基づき定
期予防接種等を行う。

四種混合接種率（99.6％）　　　　　　　　　　二種混合接種率（71.4％）　　　　　　　　　　麻しん風しん（第Ⅰ期）接種率（98.0％）
麻しん風しん（第Ⅱ期）接種率（95.7％）　　　　　　　　日本脳炎接種率（98.0％）　　　　　　　　　　不活化ポリオ接種率（0％）
ＢＣＧ接種率（97.5％）　　　　　　　　　　ヒブ接種率（99.5％）　　　　　　　　　　小児用肺炎球菌接種率（97.2％）
子宮頸がん接種率（8.1％）　　　　　　　　　　水痘接種率（101.4％）　　　　　　　　　　B型肝炎接種率（95.7％）
ロタ接種率（56.5％）　　　　　　　　　　おたふくかぜ接種率（89.9％）

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

　三種混合から四種混合への移行が完了したことに伴い、不活化ポリオの接種率がより低くなっている。また、昨年に引き続き子宮
頸がんワクチンの積極的勧奨が控えられているが、市報等で希望する方は接種できるという旨のお知らせをしたため、昨年より接種
率は向上した。令和３年度から子宮頸がんワクチンについて個別通知を行うため接種率は更に向上することが見込まれる。
　その他の定期接種については接種率が概ね90％を超える高い水準を維持している。
また、平成２９年７月から母子保健情報ホームページを開設し、予防接種のスケジュールを自動で行い、お知らせメールを配信する
サービス提供を開始した。

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）

11



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

3～4か月児健康診査
受診率（％）

96 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

6～7か月児健康診査
受診率（％）

87 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

9～10か月児健康診査
受診率（％）

87 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

１歳6か月児健康診査
受診率（％）

97 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

３歳児健康診査受診
率（％）

96 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

むし歯予防教室実施
者数（人）

189 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

歯科健診診査実施者
数（人）

876 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

歯科予防処置実施者
数（人）

610 維持 維持 維持 維持 維持

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

漸増 漸増 漸増 漸増

新生児等聴覚受診者数（829人）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

5
新生児等聴覚検査
（健康課）

新生児期に聴覚検査を行い、早
期に聴覚障がいを発見して適切
な支援につなげる。

新生児等聴覚受診者
数（人）

310 漸増

3
乳幼児健康診査
（健康課）

乳幼児の健康状態の確認、病気
の早期発見、乳幼児の心身の健
やかな成長と保護者の育児支援
を図るため、健康診査（身体計
測・医師の診察・相談等）を行う。
また、必要に応じて経過観察健
診などを行う。

3～4か月児健康診査受診率（％）：94.8％
6～7か月児健康診査受診率（％）：93.5％
9～10か月児健康診査受診率（％）：93.3％
1歳6か月児健康診査受診率（％）：97.9％
3歳児健康診査受診率（％）：97.6％

（3～4か月児・１歳6か月児・３歳児の健康診査ついては集団健診ならびに契約医療機関にて実施）
（6～7か月児・9～10か月児健康については市内個別医療機関にて実施）

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　未受診者については受診勧奨中であり、今後受診率の増加が見込まれる。
3-4か月児健診が微減した理由としては、緊急事態宣言により案内通知を中止した結果、6-7か月児健診での受診を3-4か月児健
診の代替とした母子が多かったため。
　次年度も新型コロナウイルス感染拡大に柔軟に対応しつつ、昨年度同様未受診者への健診受診勧奨をし、乳幼児健診受診率
100％となるよう周知・案内をする。

4
乳幼児歯科保健指導
（健康課）

乳幼児のむし歯予防や、からだ
全体の健康づくりの一環として、
歯科保健指導、予防処置などを
行う。

むし歯予防教室実施者数（109人）　　　　　　　　　　歯科健診診査実施者数（285人）
歯科予防処置実施者数（135人）

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　各事業の延べ人数の減少は、新型コロナウイルス禍において事業中止や参加控えや、感染予防対策で密を避けるため定員を減
らした事が大きいと思われる。又、予防処置は1歳6か月児歯科健康診査と3歳児歯科健康診査の個別健康診査が導入されたことに
より、予防処置を実施医療機関で行うよう周知したことにより延べ人数が減少した。今後も引き続き同様に対応し、むし歯予防教室
については、離乳食教室参加者へお知らせのチラシを配布及び周知し、申し込み者数が増える事を期待する。
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

平日コース参加者延
べ人数（人）

190 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

土曜日コース参加者
延べ人数（人）

661 維持 維持 維持 維持 維持

栄養個別相談利用者
延数（人）

1,029 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

栄養集団指導参加者
延数（人）

3,037 維持 維持 維持 維持 維持

マタニティクッキング参
加者数（人）

42 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

離乳食教室（2回食及
び３回食）参加者数
（人）

309 維持 維持 維持 維持 維持

乳幼児食育メール配
信登録者数（人）

763 維持 維持 維持 維持 維持

こどもクッキング参加
者数（人）

63 維持 維持 維持 維持 維持

栄養講習会（親子クッ
キング教室）参加者数
（人）

20 維持 維持 維持 維持 維持

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

食育計画及び年間行事計画を作成し、食育事業を実施している保育園数（園）　公立５園
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

20 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

7

栄養個別相談・栄養集
団指導
（健康課）

離乳食やアレルギー食、食生活
等の子どもの成長に関する食の
悩みについて、栄養士との相談
の場を提供する。また、食に興味
を持ち、つくる楽しさ、食べる楽し
さを意識してもらうため、親子で
つくれる料理の紹介をする。

栄養個別相談利用者延数（373人）　　　　　　　　　　　栄養集団指導参加者延数（252人）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　個別相談の延べ人数の減少はコロナ禍による中止や参加控えのためと思われる。また、集団指導についても同様の理由であると
ともに密を避けるため、定員を減らしたり、調理実習や試食をなくしたことも大きい。個別は、育児相談等が中止になっても保健セン
ターで行う個別栄養相談と電話相談で対応してきたので　今後も同様に対応したい。集団指導については、調理実習や試食がしば
らくできないことを見越して、講義時間の短縮、料理のデモンストレーション、色や香りなど出来栄えを見ていただくことを検討してい
る。

8

子どもへの食育の推
進
（健康課）

子どもの発達段階に応じた食に
関する情報提供など、地域、学
校、子ども関係機関、事業者な
ど、幅広い分野において食育に
関する取組を行う。また、食育推
進会議や食育推進検討委員会を
開催し、事業の円滑な推進を実
施する。

マタニティクッキング参加者数（0人）　　　　　　　　　　離乳食教室（2回食及び３回食）参加者数（137人）
乳幼児食育メール配信登録者数（1212人）　　　　　　　　　　こどもクッキング参加者数（1人）
栄養講習会（親子クッキング教室）参加者数（0人）

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　コロナ禍による事業中止や参加控えのためと思われる。また、密を避けるため、定員を減らしたり、調理実習や試食をなくしたこと
も大きい。メールについては、ちらしの効果もあり、数を増やすことができた。
　調理実習や試食がしばらくできないことを見越して、講義時間の短縮、料理のデモンストレーション、色や香りの他に実際に触れて
みて固さの確認などを見ていただくことを検討している。

同（保育課）

食育計画及び年間行
事計画を作成し、食育
事業を実施している保
育園数（園）

6
両親学級
（健康課）

妊娠、出産、育児などに関し、必
要な知識の普及や情報の提供、
さらに親同士の交流や仲間づくり
など支援を行うため、妊婦とその
パートナーを対象とした教室・乳
幼児と保護者を対象とした教室
を開催する。

平日コース参加者延べ人数（32人）　　　　　　　　　　土曜日コース参加者延べ人数（235人）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、一部実施が中止となった。開催時は３密を避けるため、参加者の定員を半
数に削減した。また、２日間コースを１日間コースに変更することで、開催回数を一定数確保し、できるだけ多くの家庭が参加できる
ようにした。両親学級は沐浴実習やお着替え実習などの体験を含むことから、参加者同士が密になりやすい。今後も密を避けた形
態で実施しつつ、多くの参加者をどのように受け入れてが課題である。
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

食事や栄養をテーマに
した子育て相談会参加
人数（人）

376 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

乳幼児食事会参加人
数（人）

1,937 維持 維持 維持 維持 維持

料理教室参加人数
（人）

4,119 維持 維持 維持 維持 維持

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

地場野菜を献立に取り
入れた給食を実施して
いる小中学校数（校）

14 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

生徒及び保護者に食
育の啓発をしている小
中学校数（校）

14 維持 維持 維持 維持 維持

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

未熟児（病児を含む）、
多胎児に対する新生
児訪問実数（件）

14 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

乳児・幼児に対する保
健師訪問実数（件）

54 維持 維持 維持 維持 維持

個別継続支援実施延
べ数（件）

450 維持 維持 維持 維持 維持

継続 継続 継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　武蔵野赤十字病院の協力の下、体制が確保できた。

10
育児に困難を持つ家
庭への支援
（健康課）

未熟児、多胎児、病気を持つ子
どもと保護者が、情報や手段が
得られることで、育児の困難さを
軽減できるように、家庭訪問など
の継続的な個別相談や親子同
士が交流できる場を提供する。

未熟児（病児を含む）、多胎児に対する新生児訪問実数（件）16件
乳児・幼児に対する保健師訪問実数（件）116件
個別継続支援実施延べ数（件）428件

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　都の育児パッケージが1万円上乗せされたことによる妊婦面談数増加の結果、地区担当訪問ケース増加につながった。
次年度も妊娠期からの切れ目ない支援を実施していく必要がある。

維持

食育年間指導計画を作成し、食育を推進している小中学校数（14校）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

同（学務課）

地場野菜を献立に取り入れた給食を実施している小中学校数（14校）
生徒及び保護者に食育の啓発をしている小中学校数（14校）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

9
小児医療の充実
（健康課）

小児救急医療を確保し、充実を
図る。また、休日準夜間診療の
体制を維持する。

365日24時間の小児医
療救急体制の確保

実施 継続

同（児童青少年課） 食事や栄養をテーマにした子育て相談会参加人数（人）　159人　　　　　　　　乳幼児食事会参加人数（人）　0人
料理教室参加人数（人）　217人（いもほり）

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、飲食を伴う児童館事業は全て中止したため。次年度も感染対策を実施しながら、食
育に関する取り組みを実施。

同（指導室）

食育年間指導計画を
作成し、食育を推進し
ている小中学校数
（校）

14 維持 維持 維持 維持

8

子どもの発達段階に応じた食に
関する情報提供など、地域、学
校、子ども関係機関、事業者な
ど、幅広い分野において食育に
関する取組を行う。また、食育推
進会議や食育推進検討委員会を
開催し、事業の円滑な推進を実
施する。
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

継続 継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　事業の大きな啓発イベントとしていた「青少年のための科学の祭典」及び「小金井なかよし市民まつり」に加え、「ポスター・標語表
彰式」（市内中学生が作成した作品を表彰する式典）も中止となった。今後も続くと思われるコロナ禍の状況でも啓発できるしくみづく
りが課題。

13
薬物乱用防止の普及
啓発
（健康課）

地域の関係機関との連携や支援
により、思春期の子どもに対する
啓発を行う。

東京都薬物乱用防止
小金井推進協議会が
行う啓発事業の支援

実施 継続 継続
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

3-3.子育てに関する相談・支援、情報提供、学習機会を充実させ、支援を強めます
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

育児支援ヘルパー派
遣件数（件）

34 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

育児支援ヘルパー派
遣時間数（時間）

523 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

相談園数（園） 36 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

園庭開放実施保育園
数（園）

10 維持 維持 維持 維持 維持

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

思春期子育て講座の
実施

実施 継続 継続 継続 継続 継続 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

家庭教育学級の実施 実施 継続 継続 継続 継続 継続

継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　例年は5月から実施するところ、9月からの実施とした。次年度も感染対策を行いながら実施する。

7
子育て講座の開催
（生涯学習課）

妊娠、出産から思春期の家庭教
育まで、ライフステージに応じた
子育てなどに関する知識の普及
や情報提供、保護者同士の交流
や仲間づくりなどを行う。

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

維持

子ども関係相談・支援件数（件）３５０件
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルスの影響により、相談件数が大幅に減少した。今後も引き続き感染症対策を徹底し、活動を継続する。

6
子育ての仲間づくり事
業
（児童青少年課）

孤立化を防ぎ、仲間づくりを促進
するため、親子のふれあい、親
同士、子ども同士の交流を促進
する。

幼児グループの実施 実施 継続 継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

5
民生委員・児童委員の
活動
（地域福祉課）

子どもや妊産婦、ひとり親家庭な
どの総合相談、利用できる制度
や施設、サービスの紹介。判断、
治療､処遇を必要とする問題につ
いては、関係機関との連携を図
りながら速やかな対応を行う。

子ども関係相談・支援
件数（件）

760 維持 維持 維持 維持

実施 継続 継続 継続 継続 継続

3
育児支援ヘルパー事
業（子育て支援課）

産前・産後の妊産婦を介助する
方がいない家庭を対象に、ヘル
パーを派遣し、母体保護及び子
育ての負担軽減を図る。 育児支援ヘルパー派遣件数（件）　　41件　　　　　　　　　育児支援ヘルパー派遣時間数（時間）　　717時間

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

4

子育て施設の地域支
援事業
（保育課）

保育所での電話相談や園庭開
放、園行事への参加など地域の
子育て支援を行う。また、学童保
育所では空き時間を利用して子
育てひろば事業を実施する。

相談園数（園）　公立５園　民間８園　　　　　　　　　　　　　　　園庭開放実施保育園数（園）　公立未実施　民間7園
※民間保育園については、回答を得た園の内容について記載。
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、園庭開放は休止した。次年度についても、感染状況を踏まえ、検討していく。

同（児童青少年課）
子育てひろば事業（学
童ひろば）の実施

R2

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

3-4.子育てしやすい職場環境を目指して、情報提供と支援に取り組みます
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

関係機関のパンフレッ
ト等の配布

実施 継続 継続 継続 継続 継続 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

「こがねい仕事ネット」
を通じての求人と就労
に関する情報提供

実施 継続 継続 継続 継続 継続

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

漸増 漸増 漸増 漸増
就職相談会、面接会、セミナー参加者数(人（延べ）)184人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　ほぼ半数のイベントが新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止となり参加者数が減少した。引き続き、新型コロナウイ
ルス感染症の状況を踏まえながら、継続して実施する。

1

雇用・再就職にかかわ
る支援事業の広報
（経済課）

子育てをしながら早期の就職を
希望する方に、関係機関と連携
し、パンフレット等を配布する。ま
た、「こがねい仕事ネット」を通じ
市内外の求人と就労に関する情
報提供をする。 予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

2
再就職の支援
（経済課）

関係機関と連携し、就職相談会、
面接会、セミナーを実施するとと
もに、パンフレット等各種労働情
報の提供を行う。

就職相談会、面接会、
セミナー参加者数(人
（延べ）)

290 漸増

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）

R2
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

目標４　子育ち、子育てに困難を抱える家庭を支援します
4-1.ひとり親家庭を支援します

実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

母子及び父子家庭自
立支援教育訓練給付
金支給件数（件）

3 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

母子及び父子家庭高
等職業訓練給付金支
給件数（件）

3 維持 維持 維持 維持 維持

ひとり親家庭高等学校
卒業程度試験合格支
給給付金支給件数
（件）

0 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

4

ひとり親家庭を対象と
した自立支援給付金
支給事業
（子育て支援課）

ひとり親家庭の母又は父が就職
する際に有利な資格の取得を推
進するため、給付金を支給し経
済的負担の軽減を図る。 母子及び父子家庭自立支援教育訓練給付金支給件数（件）３件

母子及び父子家庭高等職業訓練給付金支給件数（件）３件
ひとり親家庭高等学校卒業程度試験合格支給給付金支給件数（件）１件
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

維持

相談件数（件）　４７８件
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　母子・父子自立支援員相談については、統計カウント方法の見直しを行ったことにより平成３０年度と比較し件数が減少した。

3
母子生活支援施設へ
の入所支援
（子育て支援課）

児童（18歳未満）の養育が十分
にできない母子家庭に対し、経
済的事情にかかわらず、母子生
活支援施設への入所支援を行
う。

必要とする世帯が利用
できる相談支援体制の
維持

実施 継続 継続 継続

2
ひとり親家庭の相談事
業
（子育て支援課）

母子・父子自立支援員を配置し、
経済上や生活一般に関する相談
や自立に必要な支援を行う。

相談件数（件） 5,425 維持 維持 維持 維持

結果（年度）

R2

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

4-2. 特別な配慮が必要な子ども（障がい児等）と家庭を支援します
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

都型短期入所利用者
数(障がい児のみ)（人）

34 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

短期入所事業利用者
数（人）

23 維持 維持 維持 維持 維持

日中一時支援事業利
用者数（人）

11 維持 維持 維持 維持 維持

経過観察健康診査延
べ人数（人）

67 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

発達健康診査延べ人
数（人）

19 維持 維持 維持 維持 維持

心理経過観察健康診
査延べ人数（人） 322 維持 維持 維持 維持 維持

障害手当対象児童数
（人）

44 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

障害・育成手当対象児
童数（人）

10 維持 維持 維持 維持 維持

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

相談支援事業相談件
数（件）

207 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

親子通園事業利用者
数（人）

36 維持 維持 維持 維持 維持

外来訓練事業利用者
数（人）

128 維持 維持 維持 維持 維持

子育て関係機関への
巡回指導の実施

検討 試行 試行 実施 継続 継続

維持 維持 維持 維持

個々の障がいに応じた指導の実施のため　個別指導計画を作成した割合（100％）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

7
児童発達支援センター
事業
（自立生活支援課）

心身の発達に特別な配慮が必要
な子どもとその家族に対して、ひ
とりひとりの子どもの特徴に沿っ
た発達を支援するため、児童発
達支援センター「きらり」で必要な
相談、指導及び訓練等を実施す
る。また、子育て関係機関への
巡回指導を実施する。

相談支援事業相談件数（件）２０２件　　　　　　　　　　親子通園事業利用者数（人）２５人
外来訓練事業利用者数（人）１２５人　　　　　　　　　　子育て関係機関への巡回指導の実施３２回
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

5
児童育成手当（障害）
（子育て支援課）

障がいのある20歳未満の子ども
のいる保護者等に手当を支給す
る。

障害手当対象児童数（人）　53人　　　　　　　　　　　　　障害・育成手当対象児童数（人）　11人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

6
小中学校特別支援学
級
（指導室）

知的障がいや情緒障がい、難
聴・言語障がい等のある子ども
のため、特別支援教育の環境整
備を行う。

個々の障がいに応じた
指導の実施のため　個
別指導計画を作成した
割合（％）

100 維持

障がい児の緊急・
一時預かり
（自立生活支援課）

都型短期入所利用者数(障がい児のみ)（人）４人　　　　　　　　　　短期入所事業利用者数（人）２７人
日中一時支援事業利用者数（人）５人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

4

障がいの早期発見(乳
幼児健康診査)
（健康課）

各種の乳幼児健康診査や保健
相談等の中で障がいを早期発見
し、その障がいにあった適切な支
援につなげる。

経過観察健康診査延べ人数（人）：26人
発達健康診査延べ人数（人）：13人
心理経過観察健康診査延べ人数（人）：294人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　緊急事態宣言下において、各健康診査について保健センターで集団で受診することについて受診を控える母子が多かったため、
人数が減少した。集団で集まることを控えたい母子については電話フォローや医療機関の受診勧奨を実施した。
次年度も新型コロナウイルス感染拡大状況に応じて電話フォローや医療機関受診勧奨を実施する。

保護者の病気などで障がいのあ
る子どもの一時的な預かりを必
要とした場合、保育所や障がい
者の施設で一時的に預かりを行
う。

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）

R2
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

試行 実施 継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
令和２年度庁内関係課会議3回　　令和３年度庁内関係課会議4回（予定）
　庁内関係課会議の実施にとどまっている現状であり、次年度、協議の場設置に向けて調整中である。

8
医療的ケア児連絡調
整体制整備事業
（自立生活支援課）

医療的ケア児が、その心身の状
況に応じた適切な保健、医療、福
祉その他の各関連分野の支援を
受けられるよう、関連機関との連
絡調整を行うための体制を整備
する。

連絡調整会議の実施 検討 試行

20



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

4-3.外国籍の子どもと家庭を支援します
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

漸増 漸増 漸増
相談件数（件） 0件
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　窓口に相談に来られ、タブレット端末等で対応できたため、相談に至らないケースは数件ある。
　他市の状況、代替案の必要性等、総合的に検討を行い事業継続の可否を判断する。

維持 維持

利用者数（13人）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

4
外国人相談
（広報秘書課）

市内に住む外国人の相談や情
報提供に関し、外国語を話せる
相談員を配置する。

相談件数（件） 0 漸増 漸増

継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

3
日本語指導補助員の
派遣業務
（指導室）

外国籍の児童・生徒に対して、日
常生活および学習指導を円滑に
営めるように日本語指導補助員
を派遣する。

利用者数（人） 18 維持 維持 維持

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　英語、中国語、韓国語の説明を掲載した。

2
外国籍の幼児の教育・
保育施設等利用支援
（保育課）

外国籍の幼児が円滑に教育・保
育施設等を利用できるよう、保護
者及び教育・保育施設等に対し
必要な支援を行う。

外国籍の幼児の利用
支援の実施

実施 継続 継続 継続 継続

継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

同（ごみ対策課）
ごみ・リサイクルカレン
ダーに外国語説明を
掲載

実施 継続 継続 継続 継続 継続

維持 維持
「外国人ガイドブック」配布部数（部）578部
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染症の影響により、市民課での転入者向け配布部数が減少したことが要因。子どもと家庭への支援といった
観点から、健康課や子ども家庭支援センター等といった関連部署への配架を検討したい。

同（学務課）

編入学等について市
ホームページ翻訳機
能により外国語で情報
提供

実施 継続 継続 継続 継続

結果（年度）

R2

1

各国の言語による情
報提供
（広報秘書課）

外国語によるガイドブック、ハンド
ブック等の作成や生活に関する
情報の提供を行う。市や教育委
員会などのホームページでも提
供する。

「外国人ガイドブック」
配布部数（部）

750 維持 維持 維持

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

4-4.家庭での子育ち、子育てが困難な場合にきめ細やかな支援をします
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

漸増 漸増
養育家庭体験発表会参加者数（人）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナ感染症流行により、体験会という形式をとらずに、相談会（予約制）として実施（利用者１組）。
　周知の代替として、市ホームページに養育家庭PR動画をアップし、制度周知を図った（視聴数241件）。

継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　児童相談所との連携の手段の一つとして用いられており、児童相談所からの依頼を受けて実施した。

2

里親制度の紹介と
周知
（子育て支援課）

保護者がいないか、保護者がい
ても養育できない子どもを家庭的
雰囲気の中で育てる制度。制度
の周知を図る。

養育家庭体験発表会
参加者数（人）

36 漸増 漸増 漸増

R2

1
見守りサポート事業
（子育て支援課）

児童相談所と連携し、軽度の児
童虐待が認められるが在宅での
指導が適切と判断される家庭及
び児童相談所が一時保護又は
施設措置などを行った児童が家
庭復帰した後の家庭への適切な
支援を行う。

見守りサポート事業の
実施

実施 継続 継続 継続 継続

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

目標５　地域の子育ち環境を整えます
5-1.子どもが安心して学べる環境をつくります

実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

貸出数（冊）
小学校

186,023 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

貸出数（冊）
中学校

16,482 維持 維持 維持 維持 維持

学級文庫貸出団体数
（団体）

103 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

調べ学習貸出団体数
（団体）

1 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

実施時間数（1学級あ
たり概算）（時間）
小学校

18 継続 継続 継続 継続 継続 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

実施時間数（1学級あ
たり概算）（時間）
中学校

180 継続 継続 継続 継続 継続

実施時間数（1学級あ
たり概算）（時間）
特別支援学級

6 継続 継続 継続 継続 継続

特別支援教育研修会
実施回数（回）

7 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

特別支援学級推進委
員会実施回数（回）

8 維持 維持 維持 維持 維持

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

漸増 漸増 漸増 漸増
実施人数（人）　６人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルスの影響により、計画どおりの支援が難しい状況であった。今後も引き続き感染症対策を徹底し、支援を継続す
る。

5
子どもの学習支援事
業
（地域福祉課）

生活保護受給世帯を含む生活困
窮世帯において、家庭状況等に
より支援が必要な子どもに対し、
家庭訪問による学習支援を行
う。

実施人数（人） 9 漸増

学級文庫貸出団体数（団体）　　　　１０９団体　　　　　　　　　　　　　　　　　　調べ学習貸出団体数（団体）　　２６団体
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

3
国際性を育む教育
（指導室）

外国人英語指導員の配置による
外国語教育、外国文化との交
流、国際理解教育を行う。

実施時間数（1学級あたり概算）（時間）小学校
実施時間数（1学級あたり概算）（時間）中学校
実施時間数（1学級あたり概算）（時間）特別支援学級
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

4
特別支援教育
（指導室）

発達障がいがあり、集団生活に
適応しにくい子どもが、在籍校や
特別支援学級で適切な指導を受
けることで、周りの子どもたちと
の良好な関係が築けるよう支援
する。

特別支援教育研修会実施回数（4回）　　　　　　　　　　特別支援学級推進委員会実施回数（8回）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　コロナ禍において、予定していた研修会が、会場や講師の都合等で実施できなかっため。令和３年度は、感染対策を徹底し、計画
通り実施する。

維持 維持 維持 維持

入所人数（51人）
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

2

学校図書館活動
（指導室）

小中学校図書館に学校図書館
補助員を配置し、図書の整理、
貸し出し、検索照会サービス、読
書指導などを行うことにより学校
図書館活動の充実を図る。

貸出数（冊）小学校　238,279冊　　　　　　　　　　　　　　貸出数（冊）中学校　13,094冊
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

同（図書館）

1
適応指導教室運営事
業（もくせい教室）
（指導室）

不登校児童・生徒それぞれの状
況に応じた支援を行うことで心の
居場所とし、自分らしさを発見し、
社会的に自立していくことを目指
す。

入所人数（人） 40 維持

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）

R2
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

5-2.子どもが地域の一員となるための学習と交流の場をつくります
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

職場体験受入園数
（園）

16 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

ボランティア受入園数
（園）

15 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

世代交流イベント実施
園数（園）

12 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

乳幼児とのふれあい
事業での保育ボラン
ティア参加者数（人）

19 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

赤ちゃんとの異世代交
流事業延べ参加者数
（人）

19 維持 維持 維持 維持 維持

おもちゃ病院開設回数
（回）

32 維持 維持 維持 維持 維持

子ども週間行事参加
者数（人）

2,917 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

市民まつり参加者数
（人）

2,882 維持 維持 維持 維持 維持

子ども週間行事受入
者数（人）

177 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

市民まつりボランティ
ア受入者数（人）

42 維持 維持 維持 維持 維持

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

維持 維持 維持 維持

補助金交付事業実施団体数（団体）　7団体
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

4
地域諸団体への活動
支援
（児童青少年課）

青少年健全育成地区委員会や
子ども会などの地域諸団体に対
し、活動支援を行う。

補助金交付事業実施
団体数（団体）

7 維持

維持 維持

3

各種催し物における、
中高生ボランティアの
受入
（児童青少年課）

市民まつりや子ども週間行事な
どで中高生ボランティアの受入を
実施する。

維持

子ども週間行事受入者数（人）　0人　　　　　　　　　市民まつりボランティア受入者数（人）　0人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　受入れ事業自体が中止となった。今後も受入れ可能な催しが実施できる場合には、ボランティアを受け入れる。

2

子どもが参加できる行
事の促進
（児童青少年課）

子ども週間行事や市民まつり等
を通じて、地域住民や各種団体
の協力を得ながら、健全な遊び
や学びの場を設け、子どもの創
意工夫による地域活動を促進す
る。

子ども週間行事参加者数（人）　0人　　　　市民まつり参加者数（人）　0人　　　　子ども関連行事の後援・共催等（件）　25件
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

　新型コロナウイルス感染症の影響で、「子ども週間行事」及び「市民まつり子ども部門行事」を中止した。従来子ども縁日など、密集
しやすい企画が多かったため、感染対策を実施できる企画への転換が課題。

　新型コロナウイルスの影響で、子ども関連行事を主催する団体自体が減少したが、希望があった際は、積極的に後援・共催等を
行った。

同（各課）
子ども関連行事の後
援・共催等（件）

－ 維持 維持

結果（年度）

R2

1

異年齢交流
（保育課）

小・中・高校生が乳幼児とのふれ
あいを通じて、社会体験学習と育
児感覚を身につけたり、子どもが
地域の大人と交流できる場を設
ける。

職場体験受入園数（園）　公立未実施　民間8園　　　ボランティア受入園数（園）　公立未実施　民間8園　　世代交流イベント実施園
数（園）　公立未実施　民間8園
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
【公立保育園】
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、受入を中止した。次年度についても、感染状況を踏まえ、検討していく。
【民間保育園】
　新型コロナウイルス感染症の影響でボランティアの受入やイベントを中止した園が多かった。
※民間保育園については回答を得た園の内容について記載。

同（児童青少年課） 乳幼児とのふれあい事業での保育ボランティア参加者数（人）　0人
赤ちゃんとの異世代交流事業延べ参加者数（人）　0人
おもちゃ病院開設回数（回）　23回
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　乳幼児との交流事業は、新型コロナウイルス感染症の影響で中止した。次年度は感染流行状況を勘案しつつ、実施を検討する。
おもちゃ病院は児童館再開後再開した。

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

5-3.子育ち、子育てしやすい生活環境等を整備します
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

市内都市計画道路整備率　47.7％
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　小金井都市計画道路３・４・１号線及び３・４・８号線の用地取得等は令和２年度も進捗している。一方で、各路線の用地取得等につ
いては地権者の生活設計を尊重しながら個々に進捗している状況であり、まだ取得すべき物件が残っているため、道路の拡幅には
至っていない。

継続 継続 継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　みどりの保全の意識啓発のため、国分寺崖線を活用したこども向けの環境教育の充実を図る必要があると考えている。

漸増

子ども・子育て会議意見
　こちらは約50年前の計画で今の子どものために必要な道路なのかは疑問である。子どものためには、むしろ道路を作らないで豊
かな生態系を残してほしい。一度壊した生態系は元に戻らない。のびゆくに入れる必要があるのだろうか。

漸増 漸増

2
子どもにやさしい自然
環境の整備
（環境政策課）

国分寺崖線（はけ）のみどりや湧
水などの自然環境の保全のた
め、意識啓発を図るとともに、み
どりを増やし、みどりゆたかで快
適なまちづくりを行う。

国分寺崖線（はけ）の
みどりや湧水などの自
然環境の保全活動

実施 継続

漸増

路上喫煙マナーアップキャンペーン実施回数（回）　９回
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

同（まちづくり推進課）
特定事業計画の進捗
状況の確認

実施 継続 継続 継続 継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

漸増
障がい特性の理解促進研修参加者数（人）０人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　令和2年度については、新型コロナウイルスの感染拡大によって、緊急事態宣言が発令されたため、開催中止となった。
　今後、オンラインを活用する等、開催方法についても検討していきたい。

同（ごみ対策課）
路上喫煙マナーアップ
キャンペーン実施回数
（回）

12 維持 維持 維持 維持 維持

漸減 漸減

放置自転車の撤去作業を実施
撤去回数：２０１回
撤去台数：１，１１９台

同（自立生活支援課）
障がい特性の理解促
進研修参加者数（人）

9 漸増 漸増 漸増 漸増

結果（年度）

R2

1

ユニバーサルデザイン
のまちづくり
（交通対策課）

ベビーカーや車イスがゆったりと
通ることができ、子どもが安全、
快適に生活できるまちづくりを行
うことによって、誰もがゆたかに
暮らし「心のバリアフリー」が実現
できるまちづくりを行う。

放置自転車の撤去台
数（台）

2,376 漸減 漸減 漸減

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）

3
幹線道路の整備
（都市計画課）

すべての人々が安全で快適な生
活が営めるように、歩道空間や
道路の整備を行う。

市内都市計画道路整
備率（％）

47.7 漸増
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

交通ルールの広報の
実施

実施 継続 継続 継続 継続 継続 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

自転車交通安全教育
の実施

実施 継続 継続 継続 継続 継続

全小学校で交通安全
教育を実施

実施 継続 継続 継続 継続

5

交通安全教育の推進
（交通対策課）

交通ルールの遵守と正しい交通
マナーの実践を推進し、交通事
故防止を図る。

幼稚園、保育所等の散歩コース
の点検を行う。

市内幼稚園、保育所
等の散歩コース点検

実施 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　交通安全運動期間時において、交通ルールを守ること等の広報及び二中において、スタントマンを活用した自転車交通安全教室
を実施。

同（指導室）

4

子どもが通る道の安
全確保
（交通対策課）

子どもが安全に過ごせるよう、学
区域にとらわれず、通学路周辺
の安全確保を行う。

市内小学校の通学路
点検

継続

継続

市内の市立小学校全９校について通学路点検を継続実施

同（保育課）

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

実施 継続 継続

継続 継続 継続 継続

継続継続
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

5-4.地域の緑と環境を守ります
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

ごみ減量キャンペーン
実施回数（回）

5 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

小中学校、保育園等
への出張講座の実施

実施 継続 継続 継続 継続 継続

継続 継続

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染拡大防止のためイベントを中止とした。

2

発生抑制を最優先とし
た３Ｒ（発生抑制、再使
用、再生利用）の推進
に向けた啓発事業
（ごみ対策課）

３Ｒ推進に向けた広報媒体の作
成、ごみ減量啓発キャンペーン
及び出張講座などを行う。 ごみ減量キャンペーン実施回数（回）　０回

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、キャンペーンを実施することができなかった。
　令和３年度は、感染状況を踏まえて実施を検討したい。

結果（年度）

R2

1
環境問題の意識向上
や環境学習
（環境政策課）

普及啓発事業として環境フォーラ
ムや環境施設見学会等、さまざ
まな環境イベントを開催する。

環境イベントの実施 実施 継続 継続 継続

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）
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のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３（重点事業以外の事業）

目標６　地域の子育て環境を整えます
6-1.地域の子育てネットワークを整備します

実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

6-2.誰もが子育てと社会参加できる環境をつくり、ワーク･ライフ･バランスの実現を目指します
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

こがねいパレット参加
者数（人）

70 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

男女共同参画シンポ
ジウム参加者数（人）

70 維持 維持 維持 維持 維持

女性総合相談の相談
者数（人）

136 維持 維持 維持 維持 維持

再就職支援講座参加
者数（人）

28 維持 維持 維持 維持 維持

6-3.地域の公共施設の活用を進めます
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

スポーツ開放校利用
者数（人）

3,393 維持 維持 維持 維持 維持 予定どおりに進んだ 予定どおりにいかなかった

一中クラブハウス利用
者数（人）

9,273 維持 維持 維持 維持 維持

南中テニスコート夜間
開放利用者数（人）

152 維持 維持 維持 維持 維持

2
小中学校のスポーツ
開放
（生涯学習課）

地域住民のスポーツ、レクリエー
ションの場として、小中学校の体
育施設を開放し、市民の健康増
進を図る。 スポーツ開放校利用者数（人）　396人　　　　　　　　　一中クラブハウス利用者数（人）2,302人

南中テニスコート夜間開放利用者数（人）153人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナウイルス感染症の影響により、長期間開放事業が中止となった。感染状況等を鑑み、学校教育活動を最優先とするた
め、感染症対策を徹底した上での実施を検討していく。

R2

1

人権尊重、男女平等
の啓発、普及
（企画政策課）

人権尊重と男女平等の意識づく
りの啓発、普及を行い、情報収集
や相談およびDV等被害者支援
などを行う。

こがねいパレット参加者数（57人）　　　　　　　　　　　男女共同参画シンポジウム参加者数（0人）
女性総合相談の相談者数（135件）　　　　　　　　　　再就職支援講座参加者数（39人）

予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　小金井パレットについては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、施設定員に制限がある中での開催となり、例年よりも参
加者数を絞らざるをえなかった。ただ、指標に近しい人数の申し込みを受けたが、当日キャンセル等により参加者数は上記の通り。
　男女共同参画シンポジウムについては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施せず。
　今後も、新型コロナウイルス感染症の発生状況を注視し、新型コロナウイルス感染症感染防止対策を講じながら、どの事業も実施
を進めていく。

番
号
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（担当課）

事業の内容 参考指標
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番
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R2

維持 維持 維持 維持 維持

ボランティアを養成する講座の延べ参加者数（人）640人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容

維持 維持 維持 維持 支援した自主グループ数と参加者数（団体数/人）さくらんぼの会（多胎児家庭の自主グループ）年2回、参加者数：親11人、子14人、
ひまわりママの会（発達に課題のある子どもを持つ親の会）年6回、参加者：50人
予定どおりにいかなかった理由及び次年度に向けての課題、検討内容
　新型コロナ感染症流行により、集まりの機会もつことが難しかったり、感染のリスクから参加を控える家庭が多かったりなどが考え
られる。次年度も引き続き、会の開催呼びかけは続けていく。

3
ボランティアセミナー
（生涯学習課）

国分寺市、小平市、小金井市と
東京学芸大学が連携し地域や学
校等で活躍するボランティアを養
成する講座。ボランティア活動ス
タートへのサポート、スキルアッ
プを目指す。

ボランティアを養成す
る講座の延べ参加者
数（人）

804

2
子育てグループへの
活動支援
（子育て支援課）

市内の自主的な子育てグループ
などのネットワーク化を図りなが
ら、活動への支援を行う。

支援した自主グループ
数と参加者数（団体数
/人）

２団体
197

維持
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R2

28


